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Concept

▼土間玄関

▼会議室

▼土間玄関

・全ての空間がフラットにつながる

・床面積減によりコスト削減

隣地への採光 ・通風を妨げない

平屋建

２階建

採光 ・通風を遮り、 隣地の居住環境に影響する

・上下階のため分断される

・床面積増によりコスト増

広々土間空間でベンチに腰掛け
井戸端会議を

会議時は閉め切ることができる

繋いで紡ぐふれあいの家

日常的な憩いの場で、地域住民同士の「繋がり」を育めば、

非日常でも、安心感を求めて皆が集まる場所となる。

特徴的な旗竿敷地を、空間的な「繋がり」で紐解き、

役割を満たしつつ、拡張性のポテンシャルを秘める、誰でも訪れやすい平屋。

・繋がり①　【道路→敷地→土間玄関→厨房】のフラットアクセス

・繋がり②　土間が繋ぐ部屋と部屋

・繋がり③　中心の集会室から全方位に展開

・繋がり④　隣接する公園と町民の会館の繋がり

・繋がり⑤　周辺環境と繋がるカタチ

内水対策として会議室部分を床上げ。

上げたことにより生まれた床下空間を収納として有効活用。

繋がり①　子どもも大人も車いす利用者も、
　　　　　だれでも気軽に立ち寄れる、
　　　　　オールフラットアクセス

繋がり②　

建物長手に伸び、どこからでも居室に入れる土間空間は、

玄関や廊下という機能空間を超えた交流を促進する

繋がり③　人が集う集会室を中心に配置。隣接する会議室は、

集会室の機能拡張を可能とし、また普段は小上がりとしても使用できる。

繋がり④　

集会室に設けた大開口からは、

公園を開放的に望むことができる。

フェンスなどの撤去が可能であれば、

散歩中に、公園側から縁側を使用する

ことも可能に。

イベント時や災害時に公園と集会所

また裏庭と一体的に使用することで、

敷地の狭さを克服し、

たくさんの町民を受け入れられる

ポテンシャルを持つ

大きなカウンターで
シームレスに受け渡し可能。
調理中も集会室の賑わいを感じられる。
カウンター下部は収納として有効利用。

門型フレーム構造とすることで
木の風合いを感じられ、
コストダウンを可能にする。

Concept

平屋と 2階建比較

内水対策として透水性舗装を採用し、

町内会館への安全なアプローチを確保。

柱と同系色で切り返しを入れ、 建物との連続性を演出。

繋がり⑤　

屋根は、南面にそびえる約 10ｍの擁壁から

北面へ下がるように稜線を描くことで、

周辺環境の採光・通風に配慮するとともに、

威圧的な崖の存在を馴染ませた。

敷地アプローチから奥まった入口、

そして屋根から擁壁へ繋がるカタチ・色計画で、

この敷地ならではの外観が生まれる。
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〈外部〉
屋根：金属屋根
外壁：吹付塗装、一部ウッドペイント
窓等：複層サッシ
〈内部〉
天井：構造現し一部 UC 塗装、一部木板張り
　壁：ビニルクロス、上部木板張り
腰壁：メラミン化粧板
　床：複層フローリング
土間：モルタル左官仕上

※エアコン、LED、複層サッシは
脱炭素推進事業補助金を考慮

■主な仕上

敷地面積　224.62 ㎡
建築面積　121.73 ㎡
延べ床面積 114.28 ㎡
建蔽率　49.8％　(MAX50％)
容積率　　46.7％(MAX80％)
規模　　木造平屋建

■建築概要

本体工事　　23,500,000 円
設備工事　 　3,500,000 円
設計・監理費 3,000,000 円
消費税     　　300,000 円

合計　　　　33,000,000 円

■総予算費

▼周辺パース

真壁造の柱は旭区のシンボルカラーである緑と、
公園との景色を調和させる。
災害時は目印となりスムーズな避難を助ける。

屋根には太陽光パネルの荷重を見込み、

将来的に設置が可能。

▼内水高さ 屋根 ・外壁 ・開口部の

断熱を高め空調負荷並

びに消費エネルギーを低

減することで環境に配慮

内水高さより上まで基礎

を立上げ、 側溝を設置

するこ止水する

環境計画

・ LED 照明、 高効率空調機、

潜熱回収型給湯器の採用により

平面兼配置図　S=1/150　

・ 総会や映画鑑賞

　81 席

・ 一体利用
　イベント時など

・ 分割活用
　役員会など

活用例


